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※
療
養
病
床
に
入
院
し
て
い
て
も

入
院
医
療
の
必
要
性
の
高
い
状
態
が

継
続
す
る
場
合
は
、
一
般
病
床
に
入

院
す
る
場
合
と
同
じ
負
担
に
な
り
ま

す
。
い
ず
れ
の
区
分
に
該
当
す
る
か

は
入
院
す
る
医
療
機
関
に
問
合
せ
を

　　
　
歳
未
満
の
人
が
入
院
す
る
と
き

７０
に
、
国
民
健
康
保
険
証
と
「
限
度
額

プ
（
０
７
９
８
・
３
５
・
３
１
２

０
）
へ
。

　
※
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
の
医

療
に
お
け
る
減
額
認
定
該
当
者
は
、

高
齢
者
医
療
保
険
グ
ル
ー
プ
（
０
７

９
８
・
３
５
・
３
１
５
４
）
へ

　
一
般
病
床
な
ど
に
入
院
す
る
場

合
、
入
院
時
の
食
事
代
の
う
ち
１
食

に
つ
き
２
６
０
円
が
患
者
負
担
に
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
人
が
入
院
す
る
と
き
、
「
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
病
院
に
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市
は
、
西
宮
の
文
化
・
芸
術
に
皆
さ
ん
の
意
見
な
ど
を

取
り
入
れ
る
た
め
、
「
市
民
ホ
ー
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
や

「
協
働
事
業
提
案
」
を
募
集
し
ま
す
。

　
市
は
、
「
市
民
ホ
ー
ル
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。

　
市
民
ホ
ー
ル
（
市
民
会
館
ア
ミ
テ

ィ
ホ
ー
ル
、
フ
レ
ン
テ
ホ
ー
ル
、
プ

レ
ラ
ホ
ー
ル
、
甲
東
ホ
ー
ル
、
山
口

ホ
ー
ル
）
が
主
催
す
る
コ
ン
サ
ー
ト

や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
意
見
や
提

案
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。
参
加
費
等

は
市
が
負
担
。

　
詳
し
く
は
募
集
要
領
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。募
集
要
領
は
、文
化
振
興
グ
ル

ー
プ
、
各
市
民
ホ
ー
ル
で
配
布
し
て

い
る
ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
ア
ド
レ
ス
は
ペ
ー
ジ
下
参
照
）の

「
楽
し
む
西
宮
」の
中
の
「
文
化
・
芸

術
」か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
問
合
せ
は
文
化
振
興
グ
ル
ー
プ

（
０
７
９
８
・
３
５
・
３
４
７
７
）

へ
。
　
【
活
動
期
間
】
９
月
～
来
年
６
月

　
【
対
象
】
　
歳
以
上
。
在
勤
・
在

１８

学
者
可

　
【
定
員
】
各
ホ
ー
ル
３
人

　
【
申
込
】
募
集
要
領
に
添
付
し
て

い
る
応
募
用
紙
を
８
月
　
日
ま
で
に

１０

文
化
振
興
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
本
庁

舎
４
階
）
か
各
市
民
ホ
ー
ル
へ
持
参

を
。
多
数
の
場
合
選
考
あ
り

　
市
は
、
文
化
芸
術
面
に
お
い
て
参

画
と
協
働
に
よ
る
取
り
組
み
を
進
め

る
た
め
、「
協
働
事
業
提
案
」（
地
域
文

化
芸
術
振
興
部
門
）を
募
集
し
ま
す
。

　
市
内
で
市
民
が
主
体
と
な
っ
て
、

新
規
に
ま
た
は
内
容
を
拡
充
し
て
行

う
文
化
・
芸
術
活
動
の
協
働
提
案
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
な
ど
詳
し
く
は
募
集
要
領
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。募
集
要
領
は
、西
宮

市
文
化
振
興
財
団
、
文
化
振
興
グ
ル

ー
プ（
市
役
所
本
庁
舎
４
階
）、
市
役

所
本
庁
舎
１
階
総
合
案
内
所
横
、
各

支
所
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

ア
ク
タ
西
宮
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
配
布

し
て
い
る
ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（
ア
ド
レ
ス
は
ペ
ー
ジ
下
参
照
）の

「
楽
し
む
西
宮
」の
中
の
「
文
化
・
芸

術
」か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
問
合
せ
は
西
宮
市
文
化
振
興
財
団

（
０
７
９
８
・
３
３
・
３
１
４
６
）

へ
。
　
【
提
案
方
法
】
募
集
要
領
に
添
付

し
て
い
る
提
案
書
を
８
月
２
日
～
９

月
　
日
（
郵
送
の
場
合
消
印
有
効
）

１５
に
西
宮
市
文
化
振
興
財
団
（
〒
６
６

２
―
８
５
６
７
六
湛
寺
町
　
―
　
）

１０

１１

へ
持
参
か
郵
送
を
　
※
提
案
内
容
は

選
定
委
員
会
で
審
査
し
、
結
果
を
通

知
し
ま
す

　
公
民
館
は
、
「
に
し
の
み
や
人
権

フ
ォ
ー
ラ
ム
～
ふ
れ
あ
い
の
広
場
」

の
参
加
グ
ル
ー
プ
・
団
体
を
募
集
し

ま
す
。

　
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
人
権
週
間
（
　１２

月
４
日
～
　
日
）
に
あ
わ
せ
て
プ
レ

１０

ラ
に
し
の
み
や
で
開
催
し
ま
す
。
人

権
に
関
す
る
展
示
や
講
演
会
な
ど
で

日
ご
ろ
の
活
動
を
発
表
し
ま
せ
ん

か
。
　
問
合
せ
は
中
央
公
民
館
（
０
７
９

８
・
６
７
・
１
５
６
７
）
へ
。

　
【
対
象
】
市
内
で
人
権
学
習
や
人

権
に
か
か
わ
る
活
動
を
し
て
い
る
グ

ル
ー
プ
・
団
体

　
【
申
込
】
各
公
民
館
で
配
布
し
て

い
る
参
加
企
画
書
を
８
月
　
日
ま
で

２７

に
各
公
民
館
へ
　

提
示
す
る
と
減
額
に
な
り
ま
す
＝
表

①
参
照
。

　
ま
た
、
　
歳
以
上
の
人
が
療
養
病

６５

床
（
主
に
慢
性
期
の
疾
患
を
扱
う
病

床
）
に
入
院
す
る
場
合
、
食
事
代
の

う
ち
１
食
に
つ
き
４
６
０
円
ま
た
は

４
２
０
円
に
加
え
、
居
住
費
と
し
て

１
日
３
２
０
円
が
患
者
負
担
に
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
市
民
税
非
課
税
世

帯
の
人
が
入
院
す
る
と
き
、
「
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
提
示
す
る

と
食
事
代
が
減
額
に
な
り
ま
す
＝
表

②
参
照
。

適
用
認
定
証
」
を
病
院
に
提
示
す
る

と
、
一
部
負
担
金
の
支
払
い
が
次
の

自
己
負
担
限
度
額
内
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
同
認
定
証
の
交
付
を
受
け

ら
れ
る
の
は
、
保
険
料
の
滞
納
の
な

い
世
帯
の
人
、
ま
た
は
保
険
料
の
滞

納
に
つ
き
特
別
な
事
情
が
あ
る
世
帯

の
人
に
限
り
ま
す
。

　
【
１
カ
月
あ
た
り
の
自
己
負
担
限

度
額
】
上
位
所
得
者
（
基
礎
控
除
後

の
総
所
得
金
額
が
６
０
０
万
円
を
超

え
る
世
帯
）…
　
万
円（
医
療
費
が
　

１５

５０

万
円
を
超
え
た
場
合
は
、
そ
の
超
え

た
分
の
１
％
を
加
算
）
▽
一
般
…
８

万
１
０
０
円
（
医
療
費
が
　
万
７
０

２６

０
０
円
を
超
え
た
場
合
は
、
そ
の
超

え
た
分
の
１
％
を
加
算
）
▽
市
民
税

非
課
税
世
帯
…
３
万
５
４
０
０
円

　
※
市
民
税
課
税
世
帯
の
　
歳
以
上

７０

の
人
は
、
高
齢
受
給
者
証
の
提
示
で

入
院
時
の
一
部
負
担
金
の
支
払
い
が

自
己
負
担
限
度
額
内
に
な
る
た
め
、

限
度
額
適
用
認
定
証
は
不
要
で
す

要
綱
・
基
準
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

（
「
ビ
ジ
ネ
ス
西
宮
」
の
中
の
「
市

の
広
告
事
業
」
へ
）
。

　
申
込
は
必
要
書
類
を
８
月
２
日
か

ら
　
日（
必
着
）ま
で
に
行
政
経
営
・

１６
改
善
グ
ル
ー
プ
（
〒
６
６
２
―
８
５

６
７
六
湛
寺
町
　
―
３
市
役
所
本
庁

１０

舎
４
階
☎
０
７
９
８
・
３
５
・
３
６

０
０
）
へ
持
参
か
郵
送
を
。
西
宮
市

広
告
掲
載
要
綱
・
基
準
に
適
合
す
る

も
の
の
中
か
ら
①
・
③
は
金
額
の
高

い
順
に
、
②
は
提
供
数
の
最
も
多
い

と
こ
ろ
に
広
告
主
を
決
定
し
ま
す
。

　
①
高
齢
者
交
通
助
成
割
引
購
入
証

　
電
車
・
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
の
プ
リ

ペ
イ
ド
カ
ー
ド
や
回
数
券
を
購
入
す

る
際
の
費
用
を
助
成
す
る
も
の
で
、

市
内
に
１
年
以
上
在
住
し
て
い
る
　７０

歳
以
上
の
市
民
（
約
６
万
５
千
人
）

に
交
付
し
ま
す
。

　
【
広
告
料
・
募
集
数
】
１
枠
７
万

円
以
上
（
税
込
）
・
２
枠

　
【
発
送
時
期
】
来
年
５
月
下
旬

　
②
高
齢
者
交
通
助
成
割
引
購
入
証

の
発
送
用
封
筒

　
高
齢
者
交
通
助
成
割
引
購
入
証
を

発
送
す
る
た
め
の
封
筒
（
窓
あ
き
の

洋
形
２
号
）
を
広
告
主
が
作
成
し
、

広
告
を
掲
載
し
て
市
に
提
供
し
て
も

ら
い
ま
す
。

　
【
提
供
数
】
６
万
５
０
０
０
枚
以

上　
③
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

施
術
費
補
助
券

　
市
内
の
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ

ー
ジ
指
定
施
術
所
に
お
い
て
、
保
険

適
用
外
の
治
療
費
を
１
回
１
０
０
０

円
補
助
す
る
も
の
で
、
申
請
者
（
対

象
は
　
歳
以
上
の
市
民
）
に
交
付
し

７０

ま
す
。

　
【
広
告
料
・
募
集
数
】
３
万
円
以

上
（
税
込
）
・
１
枠

　
【
配
布
期
間
】
来
年
４
月
上
旬
か

ら
１
年
間

　
【
配
布
予
定
数
】
約
５
５
０
０
枚

が
あ
る
こ
と
▽
両
端
が
公
道
に
接
し

て
い
る
こ
と
。
ま
た
は
一
端
が
公
道

に
接
続
し
て
い
る
行
き
止
ま
り
道

で
、
こ
の
道
を
利
用
す
る
家
屋
が
　１０

戸
以
上
あ
る
こ
と
な
ど

　
※
申
請
が
多
数
の
場
合
、
工
事
は

翌
年
度
以
降
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す

不
特
定
多
数
の
人
が
利
用
し
て
い
る

こ
と
▽
公
道
か
ら
沿
道
に
家
屋
が
お

お
む
ね
続
き
、
通
行
や
整
備
に
支
障

に
な
る
占
用
物
が
な
い
こ
と
▽
道
沿

い
の
家
屋
か
ら
適
正
に
排
水
が
行
わ

れ
て
お
り
、
当
分
路
面
を
掘
り
返
さ

な
い
こ
と
▽
所
有
者
や
管
理
者
の
承

諾
が
あ
り
、
道
沿
い
の
住
民
の
要
望

修
グ
ル
ー
プ
（
０
７
９
８
・
３
５
・

３
６
３
２
）
へ
問
合
せ
を
。

　
【
舗
装
の
主
な
条
件
】
道
幅
が
側

溝
を
含
め
て
１
・
８
㍍
以
上
あ
り
、

　
市
は
、
次
の
媒
体
の
広
告
主
を
募

集
し
ま
す
。

　
募
集
内
容
な
ど
詳
し
く
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ア
ド
レ
ス
は
ペ
ー

ジ
下
参
照
）
に
掲
載
し
て
い
る
募
集

要
項
、
仕
様
書
、
西
宮
市
広
告
掲
載

　
市
は
、
申
請
に
よ
り
１
回
に
限

り
、
私
道
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
工

事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
道
路
補

　
国
民
健
康
保
険
の
「
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」、「
限
度
額
適
用
認
定

証
」の
有
効
期
間
は
１
年
間（
８
月
～

翌
年
７
月
）で
す
。引
き
続
き
認
定
証

が
必
要
な
人
は
８
月
１
日
以
降
に
国

民
健
康
保
険
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
本

庁
舎
１
階
）、各
支
所
で
交
付
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
に
は
国
民

健
康
保
険
証
と
印
鑑
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
各
支
所
で
申
請
し
た
場

合
、
交
付
ま
で
に
１
週
間
程
度
か
か

り
ま
す
。
即
日
交
付
を
希
望
す
る
人

は
、
市
役
所
本
庁
舎
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
各
認
定
証
で
受
け

ら
れ
る
給
付
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　
問
合
せ
は
国
民
健
康
保
険
グ
ル
ー

る
体
力
の
低
下
な
ど
が
原
因
で
食
中

毒
が
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。
次

の
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
守
っ
て
予
防

し
ま
し
ょ
う
。

　
問
合
せ
は
保
健
所
食
品
衛
生
グ
ル

ー
プ
（
０
７
９
８
・
２
６
・
３
６
６

８
）
へ
。

①
生
鮮
食
品
は
新
鮮
な
も
の
を
選
ぶ

②
生
も
の
は
持
ち
帰
っ
た
ら
す
ぐ
に

冷
蔵
庫
に
保
管
す
る

③
手
や
食
材
、
調
理
器
具
は
十
分
に

洗
う

④
加
熱
が
必
要
な
食
品
は
、
中
心
部

ま
で
十
分
火
を
通
す

⑤
細
菌
の
増
殖
を
防
ぐ
た
め
、
料
理

は
作
り
た
て
を
食
べ
る

⑥
食
べ
残
し
た
料
理
な
ど
は
清
潔
な

容
器
に
入
れ
、
冷
蔵
保
存
す
る

　
８
月
は
、
食
中
毒
の
防
止
と
衛
生

管
理
の
向
上
を
図
る
「
食
品
衛
生
月

間
」
で
す
。
食
の
安
全
性
な
ど
に
つ

い
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら

お
う
と
啓
発
グ
ッ
ズ
や
チ
ラ
シ
を
配

布
し
ま
す
。

　
夏
は
、
気
温
の
高
さ
や
暑
さ
に
よ

標準負担額
（１食）区分

260円市民税課税世帯の人

210円90日までの入院市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

160円過去１年間で通算90日
を超える入院（※）

100円70歳以上の人で、
世帯の所得が０円

（※）市民税非課税のときの入院日数に限る

≪表①≫
一般病床などに入院する場合の食事代

　
市
民
税
非
課
税
世
帯
の

　
入
院
時
の
負
担
を
軽
減

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

　
歳
未
満
の
人
の
入
院
費
が

７０自
己
負
担
限
度
額
内
に

市
民
ホ
ー
ル

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

協
働
事
業
提
案

申
込
は
８
月
　
日
ま
で

１０

申
込
は
８
月
２
日
～

　
　
　
９
月
　
日
に

１５

■
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト
■

食事代（１食分）区分
460円（420円）※1市民税課税世帯の人

210円65歳以上
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

130円70歳以上の人で、
世帯の所得が０円

※1　金額は医療機関によって異なります

≪表②≫
療養病床に入院する６５歳以上の人の食事代 限

度
額
適
用
認
定
証


